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一
五
七

東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
四
〕

─
123
行
～
167
行

─

小　

林　

真
由
美

凡
例

【
影
印
】

　

昭
和
十
四
年
刊
複
製
本
『
華
厳
文
義
要
決　

東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
を
撮
影
し
た
。
上
部
に
、
築
島
裕
編

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
平
成
十
三
年
、
汲
古
書
院
）
に
よ
る
行
番
号
を
記
し
た
。

　【
解
説
】

　

▼
原
本
の
状
態
に
つ
い
て
。



一
五
八

　

▽
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
。

　【
翻
刻
】

　

翻
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
本
文
翻
刻
に
準
拠
す
る
。
但
し
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
略
字
は
原
則
的
に
現
行
の
新

字
体
に
あ
ら
た
め
た
。
あ
ら
た
め
な
か
っ
た
漢
字
は
、「
无
」「
寶
」「
珎
」「
尓
」「
旦
（
檀
）」「
廾
廾
（
菩
薩
）」
で
あ
る
。
片
仮
名

の
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
甲
類
の
コ
は
「
古
」、
乙
類
の
コ
は
「
己
」、
ア
行
の
エ
は
「
衣
」、
ヤ
行
の
エ
は
「
エ
」、
ワ
行
の
エ
は
「
ヱ
」

と
表
記
し
た
。

　

○
内
の
算
用
数
字
は
、
本
文
に
引
か
れ
た
連
絡
線
に
付
け
た
番
号
で
あ
る
。
→
は
連
絡
線
の
始
点
を
、
←
は
連
絡
線
の
終
点
を
示

し
、
①
→　

←
①
が
一
本
の
連
絡
線
を
示
す
。

　

□　

＝
欠
損
や
擦
消
な
ど
に
よ
り
解
読
不
能
の
文
字

　
〔　

〕
＝
解
読
困
難
ま
た
は
解
読
不
能
だ
が
、
先
行
書
の
解
読
に
よ
っ
て
挿
入
す
る
文
字

　

＝
章
段
の
文
頭
を
示
す
と
思
わ
れ
る
鉤
点

　

・
○
＝
廓
（
囲
み
線
）
で
抹
消
さ
れ
た
文
字

　

翻
刻
の
行
頭
の
数
字
は
、
行
番
号
を
示
す
。

【
読
み
下
し
文
】
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一
五
九

　

翻
字
、
記
号
等
は
、【
翻
刻
】
に
準
ず
る
。

　

連
絡
線
で
挟
ま
れ
た
部
分
は
、（　

）
の
中
に
入
れ
て
連
絡
線
の
番
号
を
記
し
た
。
例
え
ば
、
連
絡
線
⑫
で
挟
ま
れ
て
い
る
部
分

は
、（
⑫
薬
師
如
来
を
…
）
と
し
た
。

【
文
意
】

　

主
に
現
代
語
訳
で
あ
る
が
、
適
宜
補
足
や
省
略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

【
語
注
】

　

行
頭
の
数
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
行
番
号
で
あ
る
。
掲
出
語
句
と
順
番
は
、
読
み
下
し
文
に
よ
る
。

　
「
中
田
書
」
は
、
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
の
略
。

　
『
総
索
引
』
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
略
。

　

本
稿
は
、
博
士
論
文
「
平
安
初
期
仏
教
と
文
学
の
研
究
─
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
─
」
付
録
「
東
大
寺
諷
誦

文
稿
注
釈
」
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
一
〕
─
１
行
～
40
行
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第

三
十
六
輯
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
二
〕
─
41
行
～
79
行
─
」（
同
、
第
三
十
七
輯
、
二
〇
一
五
年
三

月
）、「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
三
〕
─
80
行
～
122
行
─
」（
同
、
第
三
十
八
輯
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
の
続
稿
で
あ
る
。
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一
六
五

【
翻
刻
】（
123
～
132
行
）

123　

□
□
□
旦
主
慕
母　

造
艫ト
モ

設
イ
ホ

之　

母
歳
々
臥
病　

欲
眠
時
不
解
帯
紐　

将
奉
装
時
ニハ

124　

无
託
寒
温　

□
起
相
諍　

情
耄
魂
迷
不
知
依
所　

形
悴
ス
ヽ
ケ
躰
費
而
无
安
色　

不
与
妻

125　

久
安
不
与
客
長
談

126　

母
氏
〔
逝
〕
荷
ニ
ナ
棺
槨
葬
松
丘　

其
側
作
廬　

三
年
自ミ

運
土
作　

墓
側
ニ
ハ
不
及
本モ
ト

結ユ
ヒ

127　

鬢
髪
蓬
乱
フ
ク
メ
タ
ル
ヲ
モ
不
収
カ
キ
モ
ヲ
サ

メ
ス　
　

面
无
咲
色
身
不
受
〔
香
〕
衣　

服
キ
テ
茅
ツ
ハ
ナ
ノ
花
ヲ
防フ
セ
キ　

128　

寒　

飲
粥
忍
饑
ヤ
ワ　

作
墓
葬
収
了　

出
従
廬
到
家
礼
拝
言

129　

従
〔
奉
別
〕
父
君
之
寶〔
顔
〕不
聞
慈
音
作
久　

従
奉
別
母
氏  

之  

紅
容　

夜
不
見
玉
儀
而
経
日
月
雖
世

130　

間
ナ
カ
ニ
多
男
而
无
似
父
君
ニ
男　

雖
国
内
多
女
而
无
似
母
氏
ニ 

女
欲
ヒ
シ
物
ヲ 

乗
馬
車
而
遊
父
君
カ
慈
山
ニ

131　

我
父
君
ハ
指
テ
カ
何
国方

而
往
ケ
ム
欲
ヒ
シ
物
ヲ
儲
舩
梶
而
遊
母
氏
カ
悲
海
ニ
我
母
氏
ハ
指
テ
カ
何
所

132　

隠
給
ヒ
ニ
ケ
ム　

霜
朝
雪
夕
孰
モ

我
□
着
衣
己
ロ

袴
ハ
カ
マ　

雨
々
吹
風
之
時
ニ
ハ
孰
カ
我
ニ
□
□
□

【
読
み
下
し
文
】（
123
～
132
行
）

　

□
□
□
旦
主
、
母
ヲ
慕
ヒ
テ
（
艫ト
モ

）
イ
ホ
ヲ
設
ク
。
母
、
歳
々
ニ
病
ニ
臥
シ
、
眠
ラ
ム
ト
欲
ス
ル
時
ニ
ハ
帯
紐
ヲ
解
カ
ズ
。
装
ヒ

奉
ラ
ム
ト
ス
ル
時
ニ
ハ
、
寒
キ
温
キ
ニ
託ツ

ク
ル
コ
ト
无
シ
。
□
起
キ
相
ヒ
諍
ヒ
、
情
耄ホ

レ
、
魂
迷
ヒ
テ
依
ル
所
ヲ
知
ラ
ズ
。
形
悴ス
ス

ケ
、
躰
費
テ
、
安
キ
色
无
シ
。
妻
ト
久
シ
ク
安
ミ
セ
ズ
。
客
ト
長
ク
談
ラ
ハ
ズ
。

　

母
氏
逝
キ
、
棺
槨
ヲ
荷ニ
ナ

ヒ
テ
、
松
ノ
丘
ニ
葬
ル
。
其
ノ
側
ニ
廬
ヲ
作
リ
、
三
年
マ
デ
ニ
自ミ
ヅ
カラ
土
ヲ
運
ビ
テ
、
墓
ヲ
作
ル
。
側
ニ
ハ



一
六
六

本モ
ト

結ユ
ヒ

ニ
及
バ
ズ
、
鬢
髪
ノ
蓬フ
ク
ダ乱

メ
ル
ヲ
モ
収
カ
キ
モ
ヲ
サメ

ズ
。
面
ニ
咲
マ
フ
色
无
ク
、
身
ニ
香
シ
キ
衣
ヲ
受
ケ
ズ
。
茅ツ
バ
ナノ

花
ヲ
服キ

テ
寒
サ
ヲ

防フ
セ

ギ
、
粥
ヲ
飲
ミ
テ
饑ヤ
ワ

キ
ヲ
忍
ビ
、
墓
ヲ
作
リ
テ
葬
リ
収
メ
了
リ
ヌ
。
廬
従ヨ

リ
出
テ
家
ニ
到
リ
テ
礼
拝
シ
テ
言
ク
、

　

父
君
ノ
寶
顔
ニ
別
レ
奉
リ
テ
従
リ
、
慈
シ
ビ
ノ
音
ヲ
聞
カ
ヌ
コ
ト
久
シ
ク
作
リ
ヌ
。
母
氏
ノ
紅
容
ニ
別
レ
奉
リ
テ
従
リ
、
夜
ニ
玉

ノ
儀
ヲ
見
ズ
シ
テ
日
月
ヲ
経
タ
リ
。
世ヨ
ノ

間ナ
カ

ニ
男
多
シ
ト
雖
モ
、
父
君
ニ
似
タ
ル
男
无
シ
。
国
ノ
内
ニ
女
多
シ
ト
雖
モ
、
母
氏
ニ
似
タ

ル
女
无
シ
。
馬
車
ニ
乗
リ
テ
父
君
ガ
慈
山
ニ
遊
バ
ム
ト
欲
ヒ
シ
モ
ノ
ヲ
、
我
ガ
父
君
ハ
何
レ
ノ
国
ヲ
指
シ
テ
カ
往
ニ
タ
マ
ヒ
ケ
ム
。

舩
梶
ヲ
儲
ケ
テ
母
氏
ガ
悲
海
ニ
遊
バ
ム
ト
欲
ヒ
シ
モ
ノ
ヲ
、
我
ガ
母
氏
ハ
何
レ
ノ
所
ヲ
指
シ
テ
カ
隠
レ
タ
マ
ヒ
ニ
ケ
ム
。

霜
ノ
朝
、
雪
ノ
夕
、
孰タ
レ

モ
我
□
衣己
ロ
モ

袴ハ
カ
マヲ

着
セ
タ
マ
ヒ
ジ
。
雨
々
リ
風
吹
ク
時
ニ
ハ
、
孰
カ
我
ニ
□
□
□

【
解
説
】（
123
～
132
行
）

▼
影
印
の
と
お
り
擦
消
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
、
判
読
で
き
な
い
文
字
が
多
い
。

▽
旦
主
の
亡
き
母
へ
の
孝
と
亡
き
父
母
へ
の
慕
情
を
述
べ
る
文
章
。
前
段
の
追
善
供
養
の
文
章
に
関
連
し
て
作
成
さ
れ
た
文
章
と
思

わ
れ
る
。
123
～
128
行
は
、
旦
主
が
親
の
死
後
三
年
間
廬
を
作
り
親
の
喪
に
服
し
た
と
い
う
内
容
。『
礼
記
』
の
服
喪
の
儀
礼
に
一

致
す
る
。
123
～
126
行
は
、『
後
漢
書
』
蔡
邕
伝
に
一
致
す
る
部
分
が
多
い
。「
邕
は
性
篤
孝
な
り
。
母
常か

つ
て
滞
病
せ
る
こ
と
三

年
。
邕
、
寒
暑
の
節
変
に
非
ざ
る
自
り
は
未
だ
嘗
て
襟
帯
を
解
か
ず
。
寝
寐
せ
ざ
る
こ
と
七
旬
。
母
卒
し
て
冢つ
か

の
側
に
廬
す
。
動

静
に
礼
を
以
っ
て
す
。
兎
有
り
て
そ
の
室
の
傍
に
馴
れ
擾な
つ

け
り
。
又
た
木
に
連
理
を
生な

せ
り
。
遠
近
之
を
奇
と
す
。
多
く
往
き
て

観
る
」（『
後
漢
書
』
巻
第
五
十
下
、
蔡
邕
伝
）。
小
峯
和
明
氏
は
、「
『
孝
子
伝
』
系
」
に
、
親
の
亡
骸
を
埋
葬
す
る
た
め
に
、
庵

を
結
ん
で
墓
を
作
る
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（『
中
世
法
会
文
芸
論
』
56
頁
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）。
129
行
～
132
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一
六
七

行
は
、
旦
主
の
立
場
か
ら
亡
父
母
へ
の
慕
情
を
修
辞
的
な
表
現
を
も
っ
て
述
べ
て
い
る
。

【
文
意
】（
123
～
132
行
）

　

旦
主
は
、
母
を
慕
っ
て
庵
を
作
っ
た
。

　

旦
主
の
母
は
、
年
老
い
て
か
ら
歳
々
病
に
伏
す
よ
う
に
な
り
、
旦
主
は
眠
る
と
き
に
は
帯
紐
を
解
く
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
身
支

度
を
す
る
時
に
は
、
寒
暖
を
気
に
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
起
き
て
は
人
と
諍
う
よ
う
に
な
り
、
心
は
う
つ
ろ
に
な
り
、
魂
は
迷

い
、
依
り
所
が
な
く
な
っ
た
。
身
体
は
や
つ
れ
、
や
せ
衰
え
て
、
落
ち
つ
い
た
様
子
が
な
く
な
っ
た
。
妻
と
久
し
く
安
ら
ぐ
こ
と
が

な
く
、
客
と
長
く
語
ら
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

母
が
亡
く
な
り
、
旦
主
は
棺
を
担
い
で
、
松
の
丘
に
葬
っ
た
。
そ
の
傍
ら
に
小
屋
を
造
り
、
三
年
の
間
自
分
で
土
を
運
ん
で
墓
を

作
っ
た
。
髪
は
ぼ
う
ぼ
う
の
ま
ま
結
い
上
げ
ず
、
顔
に
笑
み
を
浮
か
べ
ず
、
良
い
衣
服
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
粗
末
な

布
で
寒
さ
を
防
ぎ
、
粥
を
飲
ん
で
飢
え
を
し
の
び
、
墓
を
作
っ
て
葬
り
お
さ
め
お
わ
っ
た
。
小
屋
を
出
て
家
に
帰
っ
て
礼
拝
し
て
言

う
。

　

父
君
の
宝
顔
に
お
別
れ
申
し
上
げ
て
か
ら
、
慈
し
み
の
お
声
を
聞
く
こ
と
が
な
く
な
っ
て
久
し
く
な
っ
た
。
母
氏
の
紅
容
に
お
別

れ
申
し
上
げ
て
か
ら
、
夜
に
玉
の
よ
う
な
お
姿
を
見
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
日
月
が
経
っ
た
。
世
の
中
に
男
は
多
い
と
い
っ
て
も
、

父
君
に
似
た
男
性
は
い
な
い
。
国
の
中
に
女
は
多
い
と
い
っ
て
も
、
母
氏
に
似
た
女
性
は
い
な
い
。
馬
車
に
乗
っ
て
父
君
の
慈
愛
の

山
に
遊
ぼ
う
と
願
う
の
だ
が
、
我
が
父
君
は
ど
こ
の
国
を
指
し
て
お
往
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
船
梶
を
設
け
て
母
氏

の
悲
愛
の
海
に
遊
ぼ
う
と
願
う
の
だ
が
、
我
が
母
氏
は
何
処
を
指
し
て
お
隠
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
霜
の
朝
も
、
雪



一
六
八

の
夕
も
、
誰
も
私
に
衣
服
を
着
せ
て
く
だ
さ
ら
な
い
。
雨
が
降
り
風
が
吹
く
と
き
に
は
、
誰
が
私
に
（
以
下
不
明
）。

【
語
注
】（
123
～
132
行
）

123（
艫ト
モ

）
イ
ホ　
「
艫
」
は
船
の
と
も
、
へ
さ
き
。「
艫
」
は
「
廬
（
イ
ホ
）」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
原
文
に
「
艫
」
の
傍
に
「
ト

モ
」
と
あ
り
そ
の
外
側
に
「
イ
ホ
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
中
田
書
釈
文
註
記
（
二
七
一
頁
）
に
、「「
艫
ト
モ
」
を
消

し
て
、「
イ
ホ
」
と
あ
る
べ
き
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
漢
字
を
し
た
た
め
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
あ
る
通
り
で
あ
ろ

う
。
朗
読
用
の
原
稿
で
あ
っ
た
た
め
、
仮
名
の
訂
正
を
す
る
だ
け
で
事
足
り
、
漢
字
を
書
き
直
す
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

124
悴ス
ス

ケ　
「
悴
」
は
、
い
た
む
、
や
つ
れ
る
の
意
。「
ス
ス
ク
」
は
本
書
の
他
に
用
例
が
見
ら
れ
な
い
語
。

126
棺
槨　

ひ
つ
ぎ
。
棺
は
遺
体
を
じ
か
に
お
さ
め
る
内
棺
、
槨
は
外
棺
。

126
松
ノ
丘　

松
の
丘
は
、
墓
場
を
象
徴
す
る
表
現
。
21
行
参
照
。

126
廬　
『
礼
記
』
に
、
父
母
の
喪
に
服
す
る
と
き
は
「
椅
廬
」
を
建
て
て
喪
を
過
ご
す
と
あ
る
。「
父
母
の
喪
に
は
、
倚
廬
に
居
り
塗

ら
ず
、
苫
に
寝
ね
凷
に
枕
し
、
喪
事
に
非
ざ
れ
ば
言
わ
ず
。
君
は
廬
を
為
り
て
之
を
宮
す
。
大
夫
・
士
は
之
を
襢あ
ら
はす
」（『
礼
記
』

巻
第
二
十
二
、「
喪
大
記
」）。

126
自ミ
ヅ
カラ　
「
上
代
に
も
多
く
あ
る
副
詞
の
用
例
で
あ
ろ
う
」（
中
田
書
225
頁
）。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
、
名
詞
の
用
例
も
あ
る
。

275
行
参
照
。

126
本モ
ト

結ユ
ヒ　

髪
の
髻
を
束
ね
る
糸
や
紐
の
こ
と
。
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一
六
九

127
鬢
髪
ノ
蓬フ
ク
ダ乱

メ
ル
ヲ
モ　
「
鬢
髪
」
は
、
鬢
（
頭
の
左
右
の
側
面
の
髪
の
毛
）
の
部
分
の
髪
、
ま
た
は
頭
髪
の
こ
と
。「
蓬
髪
」

は
、
乱
れ
た
髪
の
こ
と
。「
ふ
く
だ
む
」
は
、
乱
れ
て
そ
そ
け
、
ふ
く
ら
む
こ
と
。

127
収
カ
キ
モ
ヲ
サメ

ズ　

原
文
に
「
不
収
カ
キ
モ
ヲ
サ
メ
ス
」
と
仮
名
書
き
さ
れ
て
い
る
。
否
定
表
現
「
…
モ
…
ズ
」
の
形
は
、「
訓
点
に
は
例
を

見
な
い
も
の
」（
築
島
裕
「「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
小
考
」、『
国
語
国
文
』
第
二
十
一
巻
第
五
号
、
一
九
五
二
年
五
月
）
と
い
う
指

摘
が
あ
り
、
和
文
的
な
表
現
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
182
行
に
も
「
不
寝
イ
モ
ネ
」
の
例
が
あ
る
。

127
茅ツ
バ
ナノ

花　

チ
ガ
ヤ
。
イ
ネ
科
の
多
年
草
。
粗
末
な
衣
服
で
喪
に
服
す
孝
子
の
表
現
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
礼
記
』
に
は
「
斬
衰
」

の
喪
に
服
す
る
時
、
喪
服
と
し
て
「
苴
（
実
の
あ
る
麻
）」
の
服
を
身
に
つ
け
る
と
あ
る
（『
礼
記
』
巻
第
三
十
七
、
閒
伝
）。

128
粥
ヲ
飲
ミ
テ　
「
故
に
父
母
の
喪
に
は
、
既
に
殯
し
て
粥
を
食
ふ
」（『
礼
記
』
巻
第
三
十
七
、
閒
伝
）。

128
饑ヤ
ワ

キ
ヲ　

214
行
に
も
「
飢
ヤ
ワ
シ
ト
」
と
見
え
る
。

129
玉
ノ
儀　

空
海
の
文
章
に
も
、
母
の
姿
を
「
玉
儀
」
と
述
べ
る
表
現
が
み
ら
れ
る
。「
豈
図
ら
ん
や
、
蒼
天
我
が
親
を
奪
っ
て
、

　

玉
儀
月
城
に
は
い
ら
ん
こ
と
を
」（「
為
忠
延
師
先
妣
講
理
趣
経
表
白
文
」、『
続
遍
照
発
揮
性
霊
集
補
闕
鈔
』
巻
第
八
）。

129
世ヨ
ノ
ナ
カ間
に
男
多
シ
ト
雖
モ　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
「
世
間
」
は
十
三
回
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
訓
が
あ
る
の
は
こ
の
一
例
の

み
。『
萬
葉
集
』
の
相
聞
や
挽
歌
に
似
た
発
想
が
見
ら
れ
る
。「
玉
桙
の
道
行
き
人
も
ひ
と
り
だ
に
似
て
し
行
か
ね
ば
」（「
柿
本
朝

臣
人
麻
呂
妻
死
之
後
泣
血
哀
慟
作
歌
二
首
幷
短
歌
」『
萬
葉
集
』
巻
第
二
、
挽
歌
、
二
〇
七
）、「
人
多さ
は

に
国
に
は
満
ち
て
あ
ぢ
群

の
通
ひ
は
行
け
ど
我
が
恋
ふ
る
君
に
し
あ
ら
ね
ば
」（「
崗
本
天
皇
御
製
一
首
幷
短
歌
」
同
、
巻
第
四
、
相
聞
、
四
八
五
）。

132
衣己
ロ
モ

袴ハ
カ
マ
　

こ
ろ
も
と
は
か
ま
。「
己
」
は
「
コ
」
の
乙
類
の
片
仮
名
。



一
七
〇

【
翻
刻
】（
133
～
139
行
）

133　

夏
以
蟬
之
空
腸
思
於
慈
父
冬
以
蚕
之
裸
身
恋
於
恩
母
朝
焼
香
設

134　

斎
以
行
三
帰
五
戒
諷
誦
三
蔵　

夕
燃
油
捧
花
而
発
十
善
八
戒　

稽
首
諸
仏
加
以

135　

牢
タ
マ
得
半
升
米　

譲
於
三
寶　

希
受
破
衣
周
於
僧
尼　

无
愛
其
身
勿
貴

136　

其
命　

諸
天
雲
飛レ

零
精
粳
之
米
継
於
飢
身
釈
王
吹
風
生
錦
繍
粧
ヨ
ソ
ヒ

　
　
　
　
　

礼
拝
入
廬
而
坐　

其
夜
父
墓
側
芝
草
五
茎　

母
墓
辺
五
茎　

又
退
五
茎
ノ
連
理
樹

137　

襲
キ
セ
寒
身　

羅
漢
控
白
鹿
迎
仲
天　

牢
跋
儲
七
宮
遊
虚
空　

護
法
歓
喜
悪

138　

魔
降
伏　

魚
猟
之
侶
消
弓　

羅
之
楽
飲
食
之
類　

息
泊
浦

139　

  

之 　
想

　
　

丁
蘭　

須
服　

余
孝
子

【
読
み
下
し
文
】（
133
～
139
行
）

　

夏
ハ
蟬
ノ
空
シ
キ
腸
ヲ
以
テ
慈
父
ヲ
思
ヒ
、
冬
ハ
蚕
ノ
裸
ナ
ル
身
ヲ
以
テ
恩
母
ヲ
恋
フ
。
朝
ハ
香
ヲ
焼
キ
、
斎
ヲ
設
ケ
テ
、
以
テ

三
帰
五
戒
ヲ
行
ジ
テ
三
蔵
ヲ
諷
誦
ス
。
夕
ニ
ハ
油
ヲ
燃
シ
、
花
ヲ
捧
ゲ
テ
、
十
善
八
戒
ヲ
発
シ
テ
諸
仏
ニ
稽
首
ス
。
加
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
以
、
牢タ
マ

サ

カ
ニ
半
升
ノ
米
ヲ
得
テ
ハ
三
寶
ニ
譲
リ
、
希
ニ
破
レ
タ
ル
衣
ヲ
受
ケ
テ
ハ
僧
尼
ニ
周ア
マ
ネハ
ス
。
其
ノ
身
ヲ
愛
シ
ム
コ
ト
无
ク
、
其
ノ
命

ヲ
貴
ブ
ル
コ
ト
勿
シ
。

　

諸
天
ハ
雲
ヲ
飛
バ
シ
テ
、
精シ
ラ

ケ
タ
ル
粳
ウ
ル
シ
ネノ
米
ヲ
零ア
メ
フリ
テ
飢
ヱ
タ
ル
身
ヲ
継
ギ
、
釈
王
ハ
風
ヲ
吹
キ
テ
、
錦
繍
ノ
粧ヨ
ソ
ヒヲ
生
ジ
テ
寒コ

イ

タ
ル
身
ニ
襲キ

セ
、
羅
漢
ハ
白
鹿
ヲ
控
エ
テ
仲
天
ニ
迎
ヘ
、
牢
跋
ハ
七
宮
ヲ
儲
ケ
テ
虚
空
ニ
遊
ブ
。
護
法
ハ
歓
喜
シ
テ
悪
魔
ヲ
降
伏
セ

リ
。
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一
七
一

礼
拝
シ
テ
盧
ニ
入
リ
テ
坐
ス
。
其
ノ
夜
、
父
ノ
墓
ノ
側
ニ
芝
草
五
茎
ア
リ
。
母
ノ
墓
ノ
辺
ニ
五
茎
ア
リ
。
又
退
キ
テ
五
茎
ノ
連

理
樹
ア
リ
。 

魚
猟
ノ
侶
、
弓
ヲ
消
シ
、
羅
ノ
楽
、
飲
食
ノ
類
、
浦
息
泊
、
之
想
。

丁
蘭
、
須
服
、
余
ノ
孝
子
。

【
解
説
】（
133
～
139
行
）

▽
133
～
139
行　

斜
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
仮
名
書
き
は
少
な
く
、「
牢
タ
マ
」「
粧
ヨ
ソ
ヒ
」「
襲
キ
セ
」
の
三
箇
所
の
み
。
136
行
と
137

行
の
間
に
一
行
書
き
込
み
が
あ
る
。
136
行
「
其
命
」
ま
で
は
父
母
の
追
善
の
た
め
の
献
身
的
な
行
に
つ
い
て
。
138
行
「
魔
降
伏
」

ま
で
は
諸
天
諸
神
を
賛
嘆
し
て
い
る
。
138
～
139
行
は
文
意
不
明
。
139
行
左
傍
の
小
字
は
孝
子
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
。

【
文
意
】（
133
～
139
行
）

　

夏
は
蝉
の
腹
の
空
洞
の
よ
う
な
空
し
さ
を
も
っ
て
父
を
思
い
、
冬
は
繭
の
な
い
裸
の
蚕
の
よ
う
な
身
を
も
っ
て
恩
母
を
恋
い
慕

う
。
父
母
の
為
に
、
朝
は
香
を
焚
き
、
斎
を
設
け
て
、
三
帰
五
戒
の
行
を
お
こ
な
っ
て
経
典
を
読
み
上
げ
る
。
夕
べ
に
は
灯
火
を
と

も
し
、
花
を
捧
げ
て
、
十
善
八
戒
を
唱
え
、
諸
仏
に
礼
拝
す
る
。
そ
の
上
に
、
た
ま
さ
か
に
半
升
の
米
を
手
に
入
れ
て
は
三
宝
に
捧

げ
、
ま
れ
に
破
れ
た
衣
を
い
た
だ
い
て
は
、
僧
尼
に
差
し
上
げ
る
。
自
分
の
身
を
い
た
わ
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
命
を
貴
ぶ
こ
と
も

な
い
。

　

諸
天
は
雲
を
飛
ば
し
て
よ
く
搗
い
た
白
い
う
る
ち
米
を
雨
降
ら
し
、
飢
え
た
身
の
命
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
る
。
釈
尊
は
風
を
吹
か



一
七
二

せ
て
錦
繍
の
衣
装
を
生
じ
、
凍
え
た
身
に
着
せ
て
く
だ
さ
る
。
羅
漢
は
白
い
鹿
を
控
え
て
中
天
に
迎
え
、
牢
跋
は
天
空
に
七
宮
を
設

け
て
虚
空
に
遊
ぶ
。
護
法
は
歓
喜
し
て
、
悪
魔
を
降
伏
す
る
。

旦
主
は
礼
拝
し
て
庵
に
入
っ
て
坐
す
。
そ
の
夜
、
父
の
墓
の
側
に
芝
草
が
五
茎
生
え
て
い
た
。
母
の
墓
の
辺
に
も
五
茎
生
え
て

い
た
。
ま
た
後
ろ
の
ほ
う
に
は
五
茎
の
連
理
樹
が
生
え
て
い
た
。

　

魚
猟
之
侶
消
弓　

羅
之
楽
飲
食
之
類
、
浦
息
泊
、
想
。

　

丁
蘭
、
須
服
、
余
ノ
孝
子
。

【
語
注
】（
133
～
139
行
）

133
蟬
ノ
空
腸　

蝉
の
オ
ス
の
成
虫
の
腹
部
に
は
器
官
が
拡
大
し
た
共
鳴
室
が
あ
る
。

134
斎　

食
事
を
供
養
す
る
こ
と
。

134
三
帰
五
戒　

仏
教
信
徒
と
な
る
た
め
の
根
本
条
件
。
三
宝
（
仏
・
法
・
僧
）
に
帰
依
し
、
五
戒
（
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
婬
・

不
妄
語
・
不
飲
酒
）
を
受
け
る
こ
と
。

134
三
蔵　

三
蔵
は
経
・
律
・
論
の
三
種
の
仏
教
聖
典
。
一
切
の
仏
教
書
の
こ
と
。

134
十
善
八
戒　

在
家
信
者
が
守
る
べ
き
十
善
戒
（
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
婬
・
不
妄
語
・
不
悪
口
・
不
両
舌
・
不
綺
語
・
無
貪
・

無
瞋
恚
・
正
見
）
と
八
戒
斎
（
六
斎
日
に
守
る
八
つ
の
戒
）。

134
加シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
以　
「
加
以
」
は
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
加
復
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス　

─
之
同　

─
以
同
」（
僧
上
八
四
）
と
あ
る
。

135
牢タ
マ

サ
カ
ニ　
「
稀
タ
マ
」（
249
行
）
の
例
も
見
え
る
。
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一
七
三

136
連
理
樹　

二
つ
の
株
の
木
が
相
連
な
っ
て
一
つ
に
な
っ
た
木
。
祥
瑞
の
し
る
し
と
さ
れ
る
。『
後
漢
書
』
蔡
邕
伝
で
は
、
孝
子
の

奇
瑞
と
し
て
生
じ
て
い
る
。【
解
説
】（
123
～
132
行
）
参
照
。

137
羅
漢　

阿
羅
漢
。
小
乗
仏
教
の
聖
者
。

137
牢
跋　

兜
率
天
で
弥
勒
菩
薩
の
た
め
に
善
報
堂
を
造
っ
た
と
い
う
牢
度
跋
提
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』
弥
勒

堂
に
「
羅
漢
像
一
体
」「
窂
度
跋
提
神
像
一
体
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
爾
の
時
此
の
宮
に
一
大
神
あ
り
、
名
は
牢
度
跋
提
、
即
ち

座
よ
り
起
ち
て
遍
く
十
方
仏
を
礼
し
、
弘
誓
の
願
を
発
す
。
若
し
我
が
福
徳
、
応
に
弥
勒
菩
薩
の
為
に
善
法
堂
を
作
る
べ
く
ん

ば
、
我
が
額
上
に
自
然
に
珠
を
出
さ
し
め
よ
。
既
に
発
願
し
已
れ
ば
、
額
上
に
自
然
に
五
百
億
の
宝
珠
を
出
す
」（『
仏
説
弥
勒
菩

薩
上
生
兜
率
天
経
』）。

137
護
法　

護
法
神
か
。

139
丁
蘭　

孝
子
の
名
。
母
が
亡
く
な
っ
た
後
、
木
を
刻
ん
で
母
と
し
て
、
こ
れ
に
仕
え
た
。（
陽
明
本
・
船
橋
本
『
孝
子
伝
』
上
巻
）

87
行
に
既
出
。

139
須
服　

不
明
。

【
翻
刻
】（
140
～
154
行
）

140　

各
於
世
界　

講
説
正
法
者
詞
无
碍
解　

謂
大
唐　

新
羅　

日
本　

波
斯　

混
崘

141　

天
笠
人
集　

如
来
一
音
随
風
俗ノ方
言
令
聞　

仮
令
⑲
→
此
当
国
方
言　

毛
人
方
言

142　

飛
騨
方
言　

東
国
方
言　

仮
令
対
飛
騨
国
人
而
飛
騨国詞
⑳
→
令
聞
←
⑳
而
説
云　

如
訳
語



一
七
四

143　

通
事
云　

仮
令
南
州
有
八
万
四
千
国　

各
方
言
別　

東
弗
等
三
州
准
之　

六
天

144　

←
⑲
対
大
唐
人
而
大
唐
詞
説　

他
准
之　
対
草
木
而
草
木
辞
而
説
者

蓮金
色

華
千
茎フ
サ
本　

往
詣
仏
所

145　

七
匝
与
仏
物
申　

余
人
不
聞
知
唯
仏
聞
知給
ヒ
テ

　

俱
談
カ
タ
ラ
ヒ
給
ヒ

　

答
花
所
申
対
鳥
獣
而
鳥
獣
辞
而
説
者

146　

初
時
教
時
五
百
青斑

鳥
来飛

聞
経
㉑
→　

大
小オ
ホ
サ

如
雀　

鶏
鶴
双
伏
聞
法　

白
狗
聞

147　

経　

獼
猴
奉
蜜
物
申　

仏
与
彼
鳥
獣
詞
而
共
話
←
㉑
仏
説
畜
生
道　
多 難　

鳥
申
ク

148　

我
先
造
何
業
作
鳥　

仏
言
汝
等
昔
慳
貪
嫉
姤
深　

毘
波
尸
仏　御 時　

国
王
儲
大无
遮

149　

会
汝
等

参
寺
見テ

物
ヲ
耳

不
奉
礼
仏　

不
聞
法
反　

慳
貪
嫉
姤
故
作
鳥　

詣
寺
故
今
日
値
遇
仏

150　

汝
等
聞
経
故
脱
鳥
身
生
天　

後
作
五
百
阿
羅
漢　

鳥
聞
仏
説　

乍
悲
乍
喜
云
云
ト

以
上　

151　

是
名
辞
无
碍
解　

何
イ
カ
ニ

ソ　

　

仏
知
一
切
衆
生
言
辞　

仏
昔
流
輪
六
道
生
死　

受
无

152　

不
ト
イ
フ
受
給

生　

宿
ヤ
ト
リ

給
タ
リ　

无
不
ト
イ
フ
宿
ヤ
ト
リ
給
所

153　

歴
生
皆
悉　

今
成
仏
得
宿
命
智
知
過
去　

得
詞
无
碍
解　

知
過
去
所
経
言串
習

辞

154　

故
上
ハ
天
辞
中
ハ
人
辞至

下
蚑
ハ
フ
虫
辞
ニ
知
ヲ　

彼
カ
辞
㉒
→
而
同
彼
説
←
㉒
名
辞
无
碍
解

【
読
み
下
し
文
】（
140
～
154
行
）

　

各
世
界
ニ
於
テ
、
正
法
ヲ
講
説
ス
ル
者
ハ
、
詞シ

ム

ゲ

ゲ

无
碍
解
ナ
リ
。
謂
ク
、
大
唐
、
新
羅
、
日
本
、
波
斯
、
混
崘
、
天
竺
ノ
人
集
レ

バ
、
如
来
ハ
一
音
ニ
風
俗
ノ
方
言
ニ
随
ヒ
テ
聞
カ
令
メ
タ
マ
フ
。
仮タ
ト
ヘ令
バ
（
⑲
此
当
国
ノ
方
言
、
毛
人
ノ
方
言
、
飛
騨
ノ
方
言
、
東

国
ノ
方
言
、
仮
令
バ
飛
騨
国
ノ
人
ニ
対
ヒ
テ
ハ
、
飛
騨
国
ノ
詞
ヲ
モ
チ
テ
（
⑳
聞
カ
令
メ
テ
）、
説
キ
タ
マ
フ
云
。
訳
語
通
事
ノ
如
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一
七
五

シ
云

。
仮
令
ハ
南
州
ニ
八
方
四
千
国
ア
リ
、
各
方
言
別
ナ
リ
。
東
弗
等
ノ
三
州
ハ
之
ニ
准
フ
。
六
天
）
大
唐
ノ
人
ニ
対
ヒ
テ
ハ
、
大

唐
ノ
詞
ヲ
モ
チ
テ
説
キ
タ
マ
フ
。
他
ハ
之
ニ
准
フ
。

　

草
木
ニ
対
ヒ
テ
ハ
草
木
ノ
辞
ヲ
モ
チ
テ
説
キ
タ
マ
フ
。
金
色
ノ
蓮
華
千
茎フ
サ

ノ
本
ア
リ
。
仏
ノ
所
ニ
往
キ
詣
リ
テ
七
匝
シ
テ
仏
ト
物

申
シ
キ
。
余
人
ハ
聞
キ
知
ラ
ズ
。
唯
仏
ノ
ミ
聞
キ
知
リ
給
ヒ
テ
、
俱
ニ
談カ
タ
ラヒ

給
ヒ
、
花
ノ
申
ス
所
ニ
答
ヘ
タ
マ
フ
。
鳥
獣
ニ
対
ヒ
テ

ハ
、
鳥
獣
ノ
辞
ヲ
モ
説
キ
タ
マ
フ
ト
イ
ヘ
リ
。

　

初
時
教
ノ
時
ニ
、
五
百
ノ
青
キ
斑
ア
ル
鳥
飛
ビ
来
リ
テ
経
ヲ
聞
ク
。（
㉑
大オ
ホ
サ

小
雀
ノ
如
シ
。
鶏
鶴
双
ビ
伏
シ
テ
法
ヲ
聞
ク
。
白
キ

狗
経
ヲ
聞
ク
。
獼
猴
、
蜜
ヲ
奉
リ
テ
物
申
ス
。
仏
ト
彼
ノ
鳥
獣
ノ
詞
ヲ
共
ニ
話
シ
タ
マ
フ
。）
仏
、
畜
生
道
ノ
難
多
キ
コ
ト
ヲ
説
キ

タ
マ
フ
。
鳥
申
サ
ク
、
我
先
ニ
何
ノ
業
ヲ
造
リ
テ
カ
鳥
ト
作
レ
ル
ト
イ
フ
。
仏
ノ
言
ハ
ク
、
汝
等
ハ
昔
、
慳
貪
ニ
シ
テ
嫉
姤
深
カ
リ

キ
故
ニ
鳥
ト
作
リ
キ
。
毗
波
尸
仏
ノ
御
時
ニ
、
国
王
、
无
遮
ノ
大
会
ヲ
儲
ケ
シ
ニ
、
汝
等
寺
ニ
参
レ
ド
モ
、
物
ヲ
ノ
ミ
見
テ
、
仏
ヲ

礼
シ
奉
ラ
ズ
シ
テ
、
法
ヲ
聞
カ
ズ
シ
テ
、
反
リ
テ
、
慳
貪
嫉
妬
ナ
ル
ガ
故
ニ
鳥
ト
作
レ
リ
。
寺
ニ
詣
リ
シ
ガ
故
ニ
、
今
日
仏
ニ
値
遇

シ
タ
テ
マ
ツ
レ
リ
。
汝
等
経
ヲ
聞
ケ
ル
ガ
故
ニ
、
鳥
ノ
身
ヲ
脱
レ
テ
天
ニ
生
マ
レ
、
後
ニ
五
百
阿
羅
漢
ト
作
ラ
ム
ト
ノ
タ
マ
フ
。
鳥

仏
ノ
説
ヲ
聞
キ
テ
、
乍
イ
ハ
悲
シ
ビ
乍
イ
ハ
喜
ブ
云
云
ト

。
以
上
。

　

是
ヲ
辞
无
碍
解
ト
名
ヅ
ク
。

　

何イ
カ

ニ
ソ
仏
ハ
、
一
切
衆
生
ノ
言
辞
ヲ
知
リ
タ
マ
フ
ヤ
。
仏
ハ
昔
、
六
道
生
死
ニ
流
転
シ
テ
、
受
ケ
給
ハ
ズ
ト
イ
フ
生
无
ク
受
ケ
給

ヒ
、
宿ヤ
ド

リ
給
ハ
ズ
ト
イ
フ
所
ナ
ク
宿ヤ
ド

リ
給
ヒ
タ
リ
。
生
ヲ
歴
シ
コ
ト
皆
悉ツ
ク

シ
タ
リ
。
今
、
仏
ト
成
リ
テ
宿
命
智
ヲ
得
テ
、
過
去
ヲ
知

レ
リ
。
詞
无
碍
解
ヲ
得
テ
、
過
去
ニ
経
シ
所
ノ
串
習
、
言
辞
ヲ
知
レ
ル
ガ
故
ニ
、
上
ハ
天
ノ
辞
、
中
ハ
人
ノ
辞
、
下
ハ
蚑ハ

フ
虫
ノ
辞

ニ
至
ル
マ
テ
彼
カ
辞
ヲ
知
ル
ヲ
、（
㉒
彼
ト
同
ジ
ク
説
キ
タ
マ
フ
）
辞
无
碍
解
ト
名
ヅ
ク
。



一
七
六

【
解
説
】（
140
～
154
行
）

▽
140
～
154
行　
「
詞
（
辞
）
无
碍
解
」（
仏
菩
薩
が
持
つ
力
の
一
つ
で
、
諸
方
域
の
言
語
に
通
達
す
る
能
力
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
144
行
ま
で
は
、
正
法
を
説
く
も
の
は
詞
无
碍
解
の
能
力
が
あ
り
、
全
世
界
の
国
々
、
日
本
の
各
地
方
の
言
語
に
通
じ
て
い
る

こ
と
。
144
行
と
145
行
は
、
仏
は
草
木
や
鳥
獣
の
言
葉
も
わ
か
り
、
蓮
華
と
も
語
り
合
え
る
こ
と
。
146
行
～
150
行
は
、
初
時
教
の
と

き
に
五
百
羽
の
鳥
が
仏
の
経
を
聞
き
、
自
分
た
ち
が
畜
生
に
生
ま
れ
た
わ
け
を
た
ず
ね
た
と
い
う
説
話
を
述
べ
る
。
151
行
～
152
行

は
、
仏
が
ど
う
し
て
詞
无
碍
解
の
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
か
と
い
う
問
答
。

【
文
意
】（
140
～
154
行
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
で
正
法
を
講
説
す
る
仏
の
能
力
は
、
詞
无
碍
解
で
あ
る
。
大
唐
、
新
羅
、
日
本
、
波
斯
、
混
崘
、
天
竺
の
人
々

が
集
ま
る
時
は
、
如
来
は
一
度
に
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
お
話
を
お
聞
か
せ
に
な
る
。
た
と
え
ば
、（
こ
の
国
の
方
言
、
飛
騨
方
言
、

東
国
方
言
で
あ
る
。
飛
騨
の
国
の
人
に
む
か
っ
て
は
飛
騨
の
国
の
方
言
で
（
お
聞
か
せ
に
な
る
）
お
話
を
な
さ
る
。
ま
る
で
通
訳
の

よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
南
瞻
部
洲
に
は
八
方
に
四
千
の
国
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
が
あ
る
。
東
弗
等
な
ど
の
三
州
は
、
こ
れ

に
準
じ
て
述
べ
る
。
六
天
も
同
じ
。）
大
唐
の
人
に
む
か
っ
て
は
、
大
唐
の
言
葉
を
も
っ
て
説
き
た
ま
う
。
他
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

　

仏
は
、
草
木
に
む
か
っ
て
は
草
木
の
言
葉
を
も
っ
て
お
説
き
に
な
る
。
金
色
の
蓮
の
華
が
千
本
あ
っ
た
。
仏
の
と
こ
ろ
に
参
詣
し

て
七
め
ぐ
り
し
て
仏
に
お
話
を
申
し
上
げ
た
。
そ
の
言
葉
は
他
の
人
々
に
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
仏
だ
け
が
お
わ
か
り
に
な
り
、
共

に
語
ら
い
た
ま
い
、
花
の
申
す
こ
と
に
お
答
え
に
な
っ
た
。
仏
は
、
鳥
獣
に
む
か
っ
て
は
、
鳥
獣
の
言
葉
を
も
お
話
に
な
る
。
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一
七
七

　

初
時
教
の
と
き
に
、
五
百
の
青
い
斑
の
あ
る
鳥
が
飛
ん
で
き
て
仏
の
経
を
聞
い
た
。（
大
き
さ
は
雀
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
鶏
や
鶴
が

並
ん
で
伏
し
て
法
を
聞
い
た
。
白
い
犬
も
経
を
聞
い
た
。
大
猿
は
、
蜜
を
捧
げ
て
物
を
申
し
上
げ
た
。
仏
は
そ
れ
ら
の
鳥
獣
の
言
葉

を
共
に
お
話
に
な
っ
た
。）
仏
は
、
畜
生
道
の
難
の
多
い
こ
と
を
説
い
た
。
鳥
が
、
私
は
先
の
世
に
ど
ん
な
業
を
つ
く
っ
て
鳥
と
し

て
生
ま
れ
た
の
か
と
申
し
上
げ
た
。
仏
は
、
お
前
た
ち
は
昔
の
世
で
、
慳
貪
で
嫉
妬
深
か
っ
た
の
で
鳥
と
し
て
生
ま
れ
た
の
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
。
毗
波
尸
仏
の
世
に
、
国
王
が
無
遮
の
大
会
を
設
け
た
。
お
前
た
ち
は
そ
の
寺
に
詣
で
た
が
、
物
ば
か
り
を
見
て
、

仏
に
礼
拝
せ
ず
、
説
法
を
聞
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
慳
貪
で
嫉
妬
深
か
っ
た
の
で
、
鳥
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
寺
に

詣
で
た
と
い
う
功
徳
の
お
か
げ
で
、
こ
の
世
で
今
日
、
仏
に
遭
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
そ
し
て
お
前
た
ち
は
今
度
は
経
を
聞
い
た

の
で
、
来
世
は
鳥
の
身
を
脱
し
て
天
に
生
ま
れ
、
後
の
世
に
は
五
百
の
阿
羅
漢
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
鳥
た
ち
は
、
仏
の

お
話
を
聞
い
て
、
悲
し
ん
だ
り
喜
ん
だ
り
し
た
。

　

こ
れ
を
辞
无
碍
解
と
い
う
。

　

ど
う
し
て
仏
は
、
一
切
衆
生
の
言
葉
を
ご
存
知
な
の
だ
ろ
う
か
。
仏
は
昔
、
六
道
に
生
死
流
転
し
て
、
受
け
な
い
と
い
う
生
は
な

く
、
ど
の
世
界
に
も
く
ま
な
く
宿
ら
な
い
と
い
う
世
界
は
な
か
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
生
と
い
う
生
を
お
め
ぐ
り
に
な
り
尽
く
し
た
。

今
、
仏
と
な
っ
て
、
宿
命
智
の
能
力
を
得
て
、
自
分
の
過
去
世
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
詞
无
碍
解
の
能
力
を
得
て
、
過
去
に
経
た

あ
ら
ゆ
る
世
界
の
習
慣
と
言
葉
を
知
り
、
上
は
天
の
言
葉
、
中
は
人
の
言
葉
、
下
は
這
う
虫
の
言
葉
に
い
た
る
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
詞

が
お
わ
か
り
に
な
っ
た
。（
そ
れ
ぞ
れ
と
同
じ
言
葉
で
お
話
を
な
さ
る
。）
こ
の
能
力
を
辞
无
碍
解
と
名
づ
け
る
。

【
語
注
】（
140
～
154
行
）



一
七
八

140
詞
无
碍
解　

辞
无
碍
解
と
も
。
仏
や
菩
薩
の
持
つ
、
四
種
の
自
由
自
在
で
障
碍
の
な
い
理
解
表
現
能
力
で
あ
る
四
無
碍
解
の
一

つ
。
詞
無
碍
解
は
、
諸
方
域
の
言
語
に
通
達
し
て
い
る
こ
と
。「
諸
の
無
碍
解
は
総
説
す
る
に
四
あ
り
、
一
に
法
無
碍
解
、
二
に

義
無
碍
解
、
三
に
詞
無
碍
解
、
四
に
弁
無
碍
解
。（
中
略
）
方
言
の
詞
を
縁
ず
る
を
立
て
て
第
三
と
な
す
」（『
阿
毘
達
磨
俱
舎
論
』

巻
第
二
十
七
）。

140
波
斯　

波
斯
国
。
ペ
ル
シ
ャ
。
現
在
の
イ
ラ
ン
。

140
混
崙　

崑
崙
山
。
中
国
西
方
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
霊
山
。

141
天
竺　

イ
ン
ド
。
原
文
は
「
天
笠
」。

141
仮タ
ト
ヘ令

バ　

中
田
書
は
「
仮（
タ
ト
ヒ
）令」、『

総
索
引
』
は
「
仮
令
（
ヘ
ハ
）」
と
読
み
下
し
て
い
る
。「
仮
令
」
は
も
し
も
、
か
り
に
の
意

で
、「
タ
ト
ヒ
」
と
訓
ず
る
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
文
脈
で
は
「
例
を
挙
げ
る
と
」
の
意
に
と
れ
る
。「
タ
ト
ヘ
バ
」
と
訓
む
つ
も

り
で
「
仮
令
」
と
表
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
タ
ト
ヘ
バ
」
は
「
こ
の
用
法
が
平
安
時
代
の
和
文
の
中
で
用
い
ら
れ
る
の

は
、
訓
読
調
の
場
面
で
あ
る
」（
吉
田
金
彦
他
編
『
訓
点
語
辞
典
』
東
京
堂
出
版
）。

141
毛
氏
ノ
方
言　
「
え
み
し
（
蝦
夷
）」
の
方
言
。
蝦
夷
は
、
上
代
の
中
央
政
府
に
属
さ
な
い
東
日
本
の
住
民
。

142
訳
語
通
事　

通
訳
。

143
南
州　

須
弥
山
の
四
方
の
海
に
在
る
四
大
洲
の
う
ち
の
、
南
贍
部
洲
。
閻
浮
提
と
も
い
い
、
現
実
の
人
間
の
世
界
を
さ
す
。

144
東
弗　

東
弗
婆
提
。
東
勝
身
洲
と
も
。
四
大
洲
の
う
ち
の
、
東
方
に
あ
る
大
陸
。

144
六
天　

三
界
（
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
）
の
う
ち
、
欲
界
に
属
す
る
六
天
。
四
天
王
衆
天
・
三
十
三
天
・
夜
摩
天
・
覩
史
多
天
・

楽
変
化
天
・
他
化
自
在
天
。
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一
七
九

146
初
時
教　

三
時
教
の
第
一
。
法
相
宗
で
は
、
仏
一
代
の
教
を
三
時
に
判
じ
、
第
一
時
有
教
・
第
二
時
空
教
、
第
三
中
道
教
と
す

る
。
第
一
時
有
教
が
初
時
教
で
、
仏
が
初
め
に
鹿
野
苑
で
外
道
凡
夫
の
二
乗
の
た
め
に
説
い
た
小
乗
の
教
。

146
五
百
ノ
青
キ
斑
ノ
鳥　

仏
伝
に
よ
る
と
、
釈
尊
が
菩
提
樹
下
で
成
道
し
た
後
、
五
百
の
群
青
鳥
が
右
遶
し
て
空
中
を
旋
回
し
た
。

146
経
ヲ
聞
ク　

五
百
の
青
い
鳥
が
経
を
聞
く
説
話
は
未
見
だ
が
、
鳥
獣
が
説
法
を
聞
い
て
天
に
生
ま
れ
る
説
話
は
多
い
。
例
え
ば

五
百
の
雁
が
仏
の
説
法
を
聞
い
て
忉
利
天
に
生
ま
れ
、
須
陀
洹
果
を
得
た
と
い
う
説
話
が
あ
る
（『
賢
愚
経
』
巻
第
十
三
、『
撰
集

百
縁
経
』
巻
第
六
）。

147
獼
猴　

サ
ル
の
一
種
。
お
お
ざ
る
。

147
畜
生
道　

衆
生
が
輪
廻
す
る
六
道
の
う
ち
、
三
悪
道
（
餓
鬼
・
畜
生
・
地
獄
）
の
一
つ
。

148
毗
波
尸
仏　

過
去
七
仏
の
一
。
39
行
に
既
出
。

149
嫉
妬　

原
文
は
「
嫉
姤
」。

149
无
遮
ノ
大
会　

無
遮
会
。
国
王
が
施
主
と
な
り
、
僧
俗
貴
賤
の
へ
だ
て
な
く
、
す
べ
て
の
者
を
供
養
す
る
大
会
。
ア
シ
ョ
カ
王
に

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

152
宿
リ
給
ヒ
タ
リ　

六
道
の
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。「
宿
生
」
は
過
去
世
の
こ
と
。

150
阿
羅
漢　

137
行
「
羅
漢
」
参
照
。

151
辞
无
碍
解　

詞
无
碍
解
に
同
じ
。

152
宿
命
智　

宿
命
智
通
。
六
通
の
一
つ
。
自
他
の
過
去
世
を
す
べ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
。



一
八
〇

【
翻
刻
】（
155
～
156
行
）

155　

何
故
仏
名
无
上
尊　

仏
頂
ヲ
无
見
人
故
名
无
上　

従
仏
頂
上
ニ
无
物　

无
辺
身
昇菩
薩

三
界ノ

156　

頂
ニ
仰
臨
而
不
得
覲　

外
道
以
丈
尺
計ト
モ
ハ
カ
リ
不
能
知　

故
名
无
上
尊

【
読
み
下
し
文
】（
155
～
156
行
）

　

何
故
ニ
仏
ヲ
无
上
尊
ト
名
ヅ
ク
。
仏
ノ
頂
ヲ
見
シ
人
无
キ
ガ
故
ニ
无
上
ト
名
ヅ
ケ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
仏
ノ
頂
従
リ
上
ニ
物
无
シ
。
无

辺
身
ノ
菩
薩
ハ
、
三
界
ノ
頂
ニ
昇
リ
テ
仰
キ
臨
ム
ト
モ
、
覲
タ
テ
マ
ツ
ル
コ
ト
得
ズ
。
外
道
ハ
丈
尺
ヲ
以
テ
計ハ
カ

リ
シ
カ
ド
モ
、
知
ル

コ
ト
能
ハ
ズ
。
故
ニ
无
上
尊
ト
名
ヅ
ケ
タ
テ
マ
ツ
ル
。

【
解
説
】（
155
～
156
行
）

▽
155
～
156
行　

斜
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
无
上
尊
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
の
問
答
。
出
典
不
明
。『
観
無
量
寿
経
』
第
十
三
観

に
、「
無
量
寿
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
の
身
量
無
辺
な
れ
ば
、
こ
れ
、
凡
夫
の
心
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
。

【
文
意
】（
155
～
156
行
）

　

な
ぜ
、
仏
を
無
上
尊
と
名
づ
け
申
し
上
げ
る
の
か
。
仏
の
頭
頂
を
見
た
も
の
が
い
な
い
の
で
、
無
上
と
名
づ
け
申
し
上
げ
る
の
で

あ
る
。
仏
の
頭
頂
よ
り
上
に
物
は
な
い
。
無
辺
の
身
の
菩
薩
が
、
三
界
の
頂
上
に
昇
っ
て
仏
を
仰
ぎ
見
て
も
、
見
申
し
上
げ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
外
道
は
物
指
で
計
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
仏
の
身
の
丈
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
無
上
尊
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一
八
一

と
名
づ
け
申
し
上
げ
る
の
で
あ
る
。

【
翻
刻
】（
157
～
167
行
）

157　

釈
迦
本
縁

　
　
　
　
　

  　

観
閻
浮
生
誰
家　

浄
飯
心
清
浄
仁
慈　

摩
耶
三
世
仏
母　

従
劫
初
相
嗣
輪
王　

絶
作
三
世
人
王
代

158　

護
明
云　

 
白
象
云　
　

 

右
脇
云　
　

七
歩
云　
　
　

  

大
仙
人
令
相
云　

哭
云　

世
中
高
人
女
集
此
宮　

世糸
竹
云中

高
才

159　

集　

読
書
問
博
土
不
通
太
子
教
云　

四
門
云　

居
苑
観
華
云　

中
夜
出
城
云　

四
王
云　
　

六飯
王
七
日
迷
悶

年
云　

沐
云

160　

草
云　

乳
云　

鉢
云　

菩
提
下
云　

目御

代監

鬼
申
魔
王　

悉
達
太
子
坐
樹
下
云　

魔
王
来
言
可
本
宮

161　

次
二
女
奉　

洒
掃
云　

次
興
軍
云　

所僻
地
腕
転縛

不
動
刀
杖
折
砕
云　

趣
鹿
野
薗
度
五
比
丘
云

162　

故
云称

従名

初
発
云　

捨
輪
王
位
出
家
入
道　

清従
天

浄来
云

出誕
生

家高
云

六
云　

一
丈
六
尺
紫
金
色　

菩
提
樹
下
成
仏
道

163　

鹿
野
薗
中
四
云

164　

仏
昇
忉
云　

文
殊
使
云　

梵
帝
作
橋
云　

四
天
王
天
貢
物
従
劫
初
未
有　

像
立
礼
云

165　

曲
腰
像尺

云　

貧
女
腐
汁ユ
ス
ル
　
　

奉
縁
云

166　

釈
仏
薩
埵
王
子
七
産　

般
遮　

地
赤
色　

草
木
葉
赤　

壊
劫
滅
失　

成
劫
本
相
不
失

167　

一
野
火
焼
雉　

潤
翼
此
野
我
生
人
成
有
恩
我
子
有

有
我
眷
ス
カ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　　

帝
釈
化
鴿
ハ
ト　

至
今
不
焼
云

【
読
み
下
し
文
】（
157
～
167
行
）

釈
迦
ノ
本
縁



一
八
二

　

閻
浮
ヲ
観
ズ
ル
ニ
、
誰
ガ
家
ニ
カ
生
レ
ム
。
浄
飯
、
心
ハ
清
浄
ニ
シ
テ
仁
慈
ナ
リ
。
摩
耶
ハ
三
世
ノ
仏
母
ナ
リ
。

　

護
明
云
。
白
象
云
。
右
脇
云
。
七
歩
云
。
大
仙
人
ニ
相
セ
シ
ム
云
。
哭
云
。
劫
初
従
リ
輪
王
相
ヒ
嗣
ギ
、
絶
エ
テ
三
世
ノ
人
王
ノ
代

ト
作
ル
。

　

世
ノ
中
ノ
高
キ
人
ノ
女
、
此
ノ
宮
ニ
集
ル
。
糸
竹
云
。
世
ノ
中
ノ
高
キ
才
集
ル
云
。
書
ヲ
読
ミ
テ
、
博
士
ニ
問
ヘ
ド
モ
通
ゼ
ズ
。

太
子
教
ヘ
タ
マ
フ
云
。

　

四
門
云
。
苑
ニ
居
テ
華
ヲ
観
ル
云
。
中
夜
ニ
城
ヲ
出
ヅ
云
。
四
王
云
。
飯
王
七
日
迷
ヒ
悶
エ
タ
マ
フ
云
。

　

六
年
云
。
沐
云
。
草
云
。
乳
云
。
鉢
。
菩
提
ノ
下
云
。（
御
監
）
目
代
鬼
、
魔
王
ニ
申
ス
。
悉
達
太
子
樹
下
ニ
坐
ス
云
。
魔
王
来
リ
テ

本
ノ
宮
ニ
ア
ル
可
シ
ト
言
フ
。

　

次
ニ
二
女
ノ
洒
キ
掃
キ
奉
ル
云　

次
ニ
軍
ヲ
興
ス
云
。
地
ニ
僻
レ
腕
転
シ
、
縛
ラ
レ
テ
動
カ
ズ
ニ
刀
杖
折
レ
砕
ク
云
。
鹿
野
薗
ニ

趣
キ
テ
五
比
丘
ヲ
度
シ
タ
マ
フ
云
。

　

故
ニ
云
ク
、（
称
名
）
初
発
従
リ
云
。
輪
王
ノ
位
ヲ
捨
テ
テ
出
家
入
道
ス
。
天
従
リ
来
ル
云
。
誕
生
高
云
。
清
浄
出
家
六
云
。
一
丈

六
尺
紫
金
色
、
菩
提
樹
ノ
下
ニ
テ
仏
道
ヲ
成
ス
。
鹿
野
薗
中
四
云
。

　

仏
忉
ニ
昇
ル
云
。
文
殊
ノ
使
云
。
梵
帝
橋
ヲ
作
ル
云
。
于
闐
王
云
。
目
連
下
リ
告
グ
云
。
四
天
王
天
、
物
ヲ
貢
グ
。
劫
初
従
リ
有
ラ

ズ
。
像
立
チ
テ
礼
ス
云
。
像
（
尺
ニ
）
腰
ヲ
曲
ゲ
ル
云
。

　

貧
女
ノ
腐ユ
ス
ル汁
ヲ
奉
リ
シ
縁
云
。

　

釈
仏
、
薩
埵
王
子
。
七
、
産
マ
ル
。
般
遮
、
地
、
赤
色
ナ
リ
。
草
木
ノ
葉
赤
シ
。

　

壊
劫
ニ
滅
失
ス
。
成
劫
ハ
本
相
ニ
シ
テ
失
セ
ズ
。
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一
八
三

　

一
タ
ヒ
野
火
ニ
焼
ケ
シ
雉
ニ
、
翼
ヲ
潤
シ
キ
。
此
ノ
野
ニ
我
生
レ
テ
人
ト
成
リ
シ
恩
有
リ
。
我
ガ
子
有
リ
。
我
眷ス
カ
ラ

有
リ
。
帝
釋

鴿ハ
ト

ト
化
リ
、
今
ニ
至
ル
マ
テ
焼
ケ
ズ
云
。

【
解
説
】（
157
～
167
行
）

▽
157
～
163
行　

標
題
「
釈
迦
本
縁
」。
仏
伝
の
覚
え
書
き
。
託
胎
か
ら
初
転
法
輪
ま
で
。
日
本
に
お
い
て
仏
伝
経
典
の
受
容
は
古
い

が
、
日
本
人
に
よ
る
文
章
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
が
最
古
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
作
成

さ
れ
た
『
絵
因
果
経
』
が
有
名
だ
が
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
は
『
過
去
現
在
因
果
経
』
と
異
な
る
表
現
も
見
ら
れ
、
仏
伝
の

出
典
は
一
書
に
特
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

▽
164
行
～
165
行　

仏
伝
の
う
ち
、
釈
尊
が
亡
母
・
摩
耶
夫
人
の
た
め
に
、
忉
利
天
に
昇
り
説
法
を
し
た
と
い
う
場
面
。
優
填
王
が

造
っ
た
栴
檀
の
仏
像
が
、
釈
尊
を
迎
え
て
立
ち
あ
が
っ
て
礼
拝
し
た
。「
尺
」
は
、
釈
尊
（
釈
迦
牟
尼
仏
）
の
こ
と
。
47
～
48
行

に
も
見
え
る
。

▽
165
行　

仏
が
迫
害
を
受
け
て
、
乞
食
を
し
て
も
布
施
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
時
、
老
人
（
貧
女
）
が
捨
て
よ
う
と
し
て
い
た
腐
っ

た
汁
を
、
喜
ん
で
施
食
と
し
て
受
け
た
と
い
う
説
話
。『
大
智
度
論
』
巻
第
八
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
一
第
十
一
話
な
ど
に
見
ら

れ
る
。
説
話
の
標
題
を
「
縁
」
と
す
る
の
は
、『
諸
経
要
集
』『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
に
通
じ
る
。

▽
166
～
167
行　

斜
線
で
抹
消
。
薩
埵
王
子
、
帝
釈
天
の
伝
説
。

【
文
意
】（
157
～
167
行
）



一
八
四

釈
迦
の
本
縁

　
（
釈
迦
の
前
世
の
護
明
菩
薩
は
次
の
生
で
仏
と
な
る
た
め
に
、）
誰
の
家
に
生
ま
れ
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
か
と
、
閻
浮
提
を
観
じ

た
。（
釈
迦
族
の
）
浄
飯
王
は
心
は
清
浄
で
慈
悲
深
く
、
摩
耶
夫
人
は
三
世
の
父
母
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

　

護
明
云
。
白
象
云
。
右
脇
。
七
歩
。
大
仙
人
に
占
相
さ
せ
る
。
哭
。（
釈
尊
は
、
劫
初
か
ら
転
輪
聖
王
と
し
て
相
次
い
で
生
ま
れ
変

わ
り
、
転
生
を
終
え
て
最
後
の
世
に
、
三
世
の
人
の
王
の
代
と
し
て
生
れ
た
と
い
う
。）

　

世
の
中
の
身
分
の
高
い
家
柄
の
女
た
ち
が
、
太
子
の
た
め
に
こ
の
宮
殿
に
集
ま
っ
た
。
糸
竹
（
管
弦
）
云
。
世
の
中
の
高
い
学
才

の
者
た
ち
が
集
っ
た
云
。
太
子
は
書
を
読
ん
で
、
博
士
に
質
問
し
た
が
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
太
子
が
教
え
申
し
上
げ
た
云
。

　

四
門
云
。
庭
園
に
い
て
華
を
見
る
云
。
中
夜
に
城
を
出
た
云
。
四
王
云
。
浄
飯
王
は
七
日
間
苦
し
み
心
乱
れ
た
云
。

　

六
年
云
。
沐
云
。
草
云
。
乳
云
。
鉢
。
菩
提
樹
の
下
云
。（
御
監
）
目
代
鬼
が
魔
王
に
申
し
た
。
悉
達
太
子
は
樹
下
に
坐
っ
て
い

た
云
。
魔
王
が
や
っ
て
来
て
、
本
の
宮
殿
に
帰
る
べ
き
だ
と
言
っ
た
云
。

　

次
に
、
二
人
の
女
が
太
子
の
身
体
を
洗
い
濯
い
だ
云
。
次
に
、
魔
王
は
軍
を
興
し
た
云
。
地
に
僻
れ
腕
を
転
ば
し
、
縛
ら
れ
て
動

か
ず
に
刀
杖
が
折
れ
砕
け
る
云
。
成
道
の
後
、
鹿
野
薗
に
趣
い
て
、
五
人
の
比
丘
を
お
度
し
に
な
っ
た
云
。

　

故
云
。
称
名
。
初
発
よ
り
云
。
転
輪
聖
王
の
位
を
捨
て
て
、
出
家
入
道
す
る
。
天
よ
り
来
る
云
。
誕
生
高
云
。
清
浄
出
家
六
云
。
一

丈
六
尺
紫
金
色
、
菩
提
樹
の
下
で
仏
道
を
成
じ
た
。
鹿
野
薗
中
四
云
。

　

仏
、
忉
利
天
に
昇
る
云
。
文
殊
の
使
云
。
梵
帝
が
橋
を
作
る
云
。
于
闐
王
云
。
目
連
が
下
り
告
ぐ
云
。
四
天
王
、
天
貢
物
。
劫
初
よ

り
な
い
。
像
が
立
っ
て
礼
す
る
云
。

　

像
が
釈
尊
に
腰
を
曲
げ
て
礼
拝
す
る
云
。
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一
八
五

　

釈
迦
仏
が
、
薩
埵
王
子
で
あ
っ
た
と
き
に
、
虎
が
七
子
を
産
ん
だ
と
こ
ろ
に
出
会
っ
た
。
虎
の
親
子
の
た
め
に
身
を
投
げ
出
し
、

地
面
が
赤
く
染
ま
っ
た
。
草
木
も
赤
く
染
ま
っ
た
。

壊
劫
の
時
に
世
界
は
滅
失
す
る
。
成
劫
の
と
き
に
本
相
は
失
わ
れ
な
い
。

　

貧
女
が
腐
っ
た
汁
を
奉
っ
た
縁
云
。

【
語
注
】（
157
～
167
行
）

158
閻
浮　

閻
浮
提
。
143
行
「
南
州
」
参
照
。
須
弥
山
の
南
方
に
あ
る
大
陸
。
イ
ン
ド
や
現
実
の
人
間
界
全
体
を
さ
す
こ
と
も
あ
る
。

「（
聖
善
白
は
）
下
り
て
当
に
作
仏
す
べ
き
期
運
将
に
至
ら
ん
と
し
て
、
即
ち
五
事
を
観
ず
（
一
に
衆
生
の
機
、
二
に
時
、
三
に

国
、
四
に
種
族
、
五
に
父
母
と
な
る
べ
き
者
）」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
）。

158
浄
飯　

浄
飯
王
。『
過
去
現
在
因
果
経
』
な
ど
で
は
白
浄
王
と
も
。
釈
尊
の
父
。

158
摩
耶　

摩
訶
摩
耶
。
浄
飯
王
の
夫
人
、
釈
尊
の
母
。
45
行
参
照
。

158
護
明　

釈
尊
の
前
生
の
菩
薩
の
名
。『
過
去
現
在
因
果
経
』
で
は
聖
善
白
。

158
白
象　

菩
薩
は
、
六
牙
の
白
象
に
乗
っ
て
兜
率
天
か
ら
降
り
て
き
た
（
降
兜
率
）。「
爾
の
時
、
菩
薩
、
降
胎
の
時
至
る
を
観
じ
、

即
ち
六
牙
の
白
象
に
乗
じ
て
、
兜
率
宮
を
発
す
」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
）。

158
右
脇　

釈
尊
は
、
摩
耶
夫
人
の
右
脇
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
（
出
胎
）。「
夫
人
、
彼
の
園
中
に
、
一
大
樹
の
名
け
て
無
憂
と
曰
ふ

有
る
を
見
る
。
花
色
香
鮮
に
、
枝
葉
分
布
し
て
、
極
め
て
茂
盛
を
為
す
。
即
ち
右
手
を
挙
げ
て
、
之
を
牽
き
て
摘
ま
ん
と
欲
す
る

や
、
菩
薩
、
漸
々
に
右
脇
よ
り
出
づ
。」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
）。
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158
七
歩　

釈
尊
は
生
ま
れ
る
と
す
ぐ
、
七
歩
歩
い
た
と
い
う
。「
自
ら
行
く
こ
と
、
七
歩
し
、
其
の
右
手
を
挙
げ
て
、
師
子
吼
す
」

（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
一
）。

158
大
仙
人　

婆
羅
門
経
の
聖
者
、
阿
私
陀
仙
人
。
太
子
が
生
ま
れ
、
浄
飯
王
は
、
阿
私
陀
仙
人
に
太
子
の
相
を
占
わ
せ
た
。
仙
人

は
、
太
子
が
三
十
二
相
を
具
足
し
て
お
り
、
転
輪
聖
王
と
し
て
四
天
下
の
王
と
な
る
か
、
ま
た
は
出
家
し
て
正
覚
を
得
る
だ
ろ
う

と
説
い
た
。「
若
し
在
家
せ
ば
、
年
二
十
九
に
し
て
、
転
輪
聖
王
と
為
ら
ん
。
若
し
出
家
せ
ば
、
一
切
種
智
を
成
じ
、
広
く
天
・

人
を
済
は
ん
」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
）。

158
輪
王　

転
輪
聖
王
。『
仏
本
行
集
経
』
に
、
釈
尊
が
過
去
世
で
繰
り
か
え
し
転
輪
聖
王
と
し
て
生
ま
れ
て
十
七
の
仏
に
遭
っ
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
巻
第
一
）。

158
世
ノ
中
ノ
高
キ
人
ノ
女　

父
王
は
、
太
子
が
出
家
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
城
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
、
太
子
を
楽
し

ま
せ
よ
う
と
し
た
。「
又
復
、
五
百
の
妓
女
の
、
形
容
端
正
に
し
て
、
肥
え
ず
痩
せ
ず
、
長
か
ら
ず
短
か
ら
ず
、
白
か
ら
ず
黒
か

ら
ず
、
才
能
巧
妙
に
し
て
、
各
数
技
を
兼
ぬ
る
を
択
び
取
り
、
皆
名
宝
を
以
て
、
其
の
身
を
瓔
珞
し
、
百
人
の
一
番
、
迭た
が

ひ
に
代

り
て
宿
衛
す
」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
）。

158
糸
竹　

管
弦
。
糸
は
琴
瑟
、
竹
は
笙
笛
。

159
博
士
ニ
問
ヘ
ド
モ　

原
文
「
博
土
」。
父
王
は
国
中
の
聡
明
な
婆
羅
門
の
中
か
ら
跋
陀
羅
尼
と
い
う
婆
羅
門
を
太
子
の
師
と
し

た
。
し
か
し
、
太
子
の
質
問
に
答
え
ら
れ
ず
、
太
子
が
自
ら
答
え
、
婆
羅
門
は
父
王
に
「
太
子
は
是
、
天
人
中
、
第
一
の
師
な

り
」
と
申
し
上
げ
た
。「
爾
の
時
、
婆
羅
門
、
四
十
九
の
書
字
の
本
を
以
て
、
教
へ
て
之
を
読
ま
し
む
。
時
に
太
子
、
此
の
事
を

見
已
り
て
、
其
の
師
に
問
う
て
言
く
、『
此
は
何
等
の
書
ぞ
。
閻
浮
提
中
の
、
一
切
の
諸
書
、
凡
そ
幾
種
あ
る
か
』。
師
即
ち
黙
然
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と
し
て
、
亦
、
答
ふ
る
所
を
知
ら
ず
。
又
復
、
問
う
て
言
く
、『
此
の
阿
の
一
字
に
、
何
等
の
義
あ
る
か
』。
師
、
又
、
黙
然
と
し

て
、
亦
答
ふ
る
能
は
ず
」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
一
）。

159
四
門　

釈
尊
は
太
子
で
あ
っ
た
時
、
迦
毗
羅
城
の
東
南
西
北
の
四
つ
の
門
か
ら
出
遊
し
て
、
老
人
・
病
人
・
使
者
・
修
行
者
に
出

会
い
、
世
を
厭
う
心
を
生
じ
て
出
家
し
た
と
い
う
（
四
門
出
遊
）。

159
苑　

原
文
「
菀
」。

159
六
年　

釈
尊
は
、
出
家
後
、
六
年
間
苦
行
を
続
け
た
。「
爾
の
時
、
太
子
、
心
に
自
ら
念
言
す
、『
我
、
今
、
日
に
一
麻
一
米
を
食

ひ
、
乃
至
、
七
日
に
一
麻
一
米
を
食
ひ
、
身
形
消
痩
、
枯
木
の
若
き
あ
り
。
苦
行
を
修
す
る
、
満
六
年
に
垂
と
し
て
、
解
脱
を
得

ず
。
故
に
道
に
非
ざ
る
を
知
る
』」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
）。

159
沐　

太
子
は
苦
行
を
終
え
た
後
、
河
で
沐
浴
を
し
た
。「
即
ち
座
よ
り
起
ち
、
尼
連
禅
河
に
至
り
て
、
水
に
入
り
て
洗
浴
す
」

（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
）。

160
草　

太
子
が
、
菩
提
樹
の
下
で
敷
い
た
吉
祥
草
。
仏
伝
の
順
と
し
て
は
、「
乳
云　

鉢
云
」
の
後
が
妥
当
。「
即す
な
は便

ち
、
草
を
以
て

座
と
為
し
た
ま
へ
る
を
自
ら
知
る
や
、
釈
提
桓
因
、
化
し
て
凡
人
と
為
り
、
柔
軟
草
を
執
る
」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
）。

160
乳　

沐
浴
の
後
、
苦
行
を
終
え
た
後
、
村
の
少
女
（
難
陀
波
羅
）
が
乳
糜
（
乳
粥
）
を
供
養
し
た
。「
時
に
、
地
中
、
自
然
に
千

葉
の
蓮
花
を
生
じ
、
花
上
に
乳
糜
あ
り
。
女
人
此
を
見
て
、
奇
特
の
心
を
生
じ
、
即
ち
乳
糜
を
取
り
、
太
子
の
所
に
至
り
て
頭
面

に
足
を
礼
し
、
以
て
奉
上
す
。」（『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻
第
三
）。

160
鉢　

乳
糜
を
盛
っ
た
鉢
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
仏
本
行
集
経
』
に
は
「
金
鉢
」
と
あ
る
。「
見
已
り
て
即す
な
は便
ち
一
つ
の
金
鉢
を
取

り
、
蜜
を
和
せ
る
乳
糜
を
守
蓄
え
、
安
置
し
て
そ
の
鉢
中
に
満
て
」（『
仏
本
行
集
経
』
巻
第
二
十
五
）。
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160
菩
提
下　

釈
尊
は
、
苦
行
を
や
め
た
後
、
菩
提
樹
の
下
に
結
跏
趺
坐
し
、
正
覚
を
得
る
ま
で
立
つ
ま
い
と
誓
っ
た
。

160
御
覧
目
代
鬼　

不
明
。『
仏
本
行
集
経
』
に
は
、
菩
提
樹
を
守
護
し
て
い
た
香
獣
と
い
う
夜
叉
と
赤
眼
と
い
う
夜
叉
が
、
悉
達
多

太
子
が
来
た
こ
と
を
魔
王
波
旬
に
伝
え
た
と
あ
る
（
巻
第
二
十
六
）。

160
悉
達
太
子　

悉
達
多
太
子
。
釈
尊
の
出
家
前
の
名
。

160
魔
王　

欲
界
の
第
六
天
に
住
む
魔
王
。
太
子
が
菩
提
樹
下
に
坐
し
、
成
道
し
よ
う
と
す
る
時
、
妨
害
を
試
み
た
が
、
降
伏
さ
れ
た

（
降
魔
）。

160
本
ノ
宮
ニ
ア
ル
可
シ　

魔
王
は
太
子
に
、
提
婆
達
多
が
太
子
の
父
を
牢
獄
に
繋
ぎ
王
位
を
奪
っ
た
の
で
帰
っ
て
こ
い
と
い
う
書
状

を
読
み
上
げ
た
（『
仏
本
行
集
経
』
巻
第
二
十
六
）

161
二
女　

魔
王
が
太
子
を
妨
害
す
る
た
め
に
遣
わ
し
た
の
は
三
女
。『
仏
本
行
集
経
』
に
、
軍
将
斯し

那な

耶や

那な

婆
羅
門
に
難
陀
と
婆
羅

と
い
う
二
女
が
あ
り
、
苦
行
を
終
え
た
釈
尊
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
食
を
奉
り
、
身
体
を
洗
浴
し
た
と
あ
る
（
巻
第
二
十
五
）。

161
軍　

魔
王
は
軍
を
集
め
、
釈
尊
の
成
道
の
妨
害
を
し
よ
う
と
し
た
。

161
鹿
野
薗　

中
天
竺
波
羅
奈
国
に
あ
る
、
釈
尊
が
成
道
後
初
め
て
説
法
を
し
た
地
（
初
転
法
輪
）。
釈
尊
は
、
五
人
（
憍
陳
如
・
摩

訶
那
摩
・
跋
波
・
阿
捨
婆
闍
・
跋
陀
羅
闍
）
を
度
し
た
。

162
清
浄
出
家　

廣
岡
義
隆
氏
が
、「
清
浄
出
家
」
は
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
厭
捨
品
第
三
に
詳
し
く
記
さ
れ
、「
在
家
出
家
」
と
区

別
し
、
無
垢
清
浄
心
に
よ
る
出
家
を
「
清
浄
出
家
」
と
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（「「
清
浄
出
家
」
と
い
う
語
か
ら
」、『
い
ず

み
通
信
』no.  

41
、
二
〇
一
五
年
七
月
）。『
心
地
観
経
』
は
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
引
用
や
翻
案
が
み
ら
れ
る
経
典
な
の
で
、
こ

の
語
も
『
心
地
観
経
』
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
（
拙
稿
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」、『
国
語
国
文
』
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第
六
〇
巻
第
九
号
、
一
九
九
一
年
九
月
二
十
五
日
発
行
参
照
）。

162
紫
金
色　

仏
の
三
十
二
相
の
一
、
身
金
色
相
。

164
忉　

忉
利
天
。

164
文
殊
の
使　

出
典
不
明
。

164
于
闐
王　

優
填
王
。
拘
睒
弥
国
の
王
。
忉
利
天
に
昇
っ
た
釈
尊
を
慕
っ
て
、
牛
頭
栴
檀
の
仏
像
を
造
っ
た
。

164
目
連　

目
連
が
忉
利
天
に
昇
り
、
七
日
後
に
釈
尊
が
降
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
告
げ
た
。

164
橋　

釈
尊
を
お
迎
え
す
る
た
め
の
三
道
宝
階
。
48
行
「
三
道
宝
階
」
参
照
。

164
四
天
王　

帝
釈
天
に
使
え
る
護
法
神
。
東
方
の
持
国
天
・
南
方
の
増
長
天
・
西
方
の
広
目
天
・
北
方
の
多
聞
天
。

164
劫
初　

出
典
不
明
。

165
像
尺
ニ
腰
ヲ
曲
ゲ
ル　

仏
像
が
立
ち
あ
が
っ
て
釈
尊
に
礼
を
し
た
こ
と
。「
尺
」
は
、
釈
尊
（
釈
迦
牟
尼
仏
）
の
こ
と
。
48
行

「
曲
腰
仏
」
参
照
。

165
腐ユ
ス
ル汁　
「
ユ
ス
ル
」
は
、
髪
を
洗
う
水
。
古
く
は
、
米
の
と
ぎ
汁
を
用
い
た
。

166
薩
埵
王
子　

摩
訶
薩
埵
王
子
。
釈
迦
牟
尼
仏
が
菩
薩
行
を
修
し
て
い
た
と
き
の
名
。
竹
林
で
虎
が
七
子
を
産
ん
で
七
日
の
と
こ
ろ

に
出
会
い
、
飢
え
た
虎
の
親
子
の
た
め
に
、
高
山
の
上
か
ら
身
を
投
げ
た
。

166
般
遮　

梵
語 panca 

の
音
写
、
五
の
意
。
こ
こ
で
何
を
指
す
の
か
不
明
。

166
地
赤
色　

薩
埵
王
子
が
虎
の
た
め
に
身
を
捨
て
、
虎
に
食
わ
れ
て
地
面
が
血
で
染
ま
っ
た
様
子
で
あ
ろ
う
。

166
壊
劫　

四
劫
の
一
。
四
劫
は
、
成
劫
・
住
劫
・
壊
劫
・
空
劫
。
壊
劫
は
、
住
劫
が
終
わ
り
、
地
獄
の
有
情
が
生
ま
れ
な
く
な
っ
て



一
九
〇

か
ら
、
三
災
（
火
災
・
水
災
・
風
災
）
が
起
こ
っ
て
世
界
が
壊
滅
す
る
ま
で
の
期
間
。

166
成
劫　

空
劫
が
終
わ
り
、
世
界
が
成
立
す
る
期
間
。

167
雉　

不
明
。

167
眷ス
カ
ラ

　
「
ス
カ
ラ
」
は
、
他
の
文
献
に
見
え
な
い
。

167
帝
釈　

帝
釈
天
。

167
鴿　

尸
毗
王
の
伝
説
か
。
仏
が
尸
毗
王
と
し
て
生
ま
れ
た
時
、
帝
釈
天
は
王
を
試
す
た
め
、
毗
首
羯
摩
を
鴿
に
化
し
、
自
分
は
鷹

に
化
し
て
鴿
を
追
っ
た
。
尸
毗
王
は
、
鴿
を
か
く
ま
っ
て
代
り
に
自
ら
の
肉
を
鷹
に
与
え
た
と
い
う
（『
賢
愚
経
』
巻
第
一
、『
菩

薩
本
生
鬘
経
』
巻
第
一
な
ど
）。




